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はじめに  

1994年7月17日、大畠のルワンダ難民がゴマに殺  

到した。この難民発生の様相は、7月25日から福岡  

で閃かれた肝ORS－94で、スイス国防大学のAlbert  

∧．SLallel氏らが発表した「旧ユーゴスラビアl勺職  

のマクロシミュレーション」＝ の巾で難民発生率  

を一定の過当り1％としていたのとは全く異なって  

いた。本稿は、ルワンダ難民の事例をとりあげ、難  

民数の勅榔こ成長曲髄の適川を試み、妥当な伯が得  

られたので、未だ分析不十分ではあるが報告する。  

1 姓氏の現状  

（1）難民の定義と認定   

難民の認定は、難民条約に基づき各国が国内法に  

より判断している。難民条約では、難民を政治的、  

人種的、宗教的迫害から、国を離れざるをえない人  

と定め、難民同様、住んでいる町、村を離れざるを  

えなくても、国境を越えていない人は避難民として  

いる。したがって、避難民、経済難民、移民、移動  

等は難民と認めていないため、難民の識別が問題と  

定量的分析－  

●蒼顔司郎  SAITO shiro   

2 ルワンダの概要   

（1）ルワンダの地理  

アフリカ中央部に位周し、面積は四国の1．4倍、   

首都キガリでも標高1，000皿以上の高地である。アフ   

リカ最大の人仁Ⅰ密娘地であり、食掛確保が最大の課   

題となっている。  

（2）ルワンダの歴史   

ハム系ツチ族、パンツ一系フツ族の部族間抗争の  

歴史は、概略次のとおりである。  

なっている。世界には2，300万人の難民と2，500万  

人の避難民がいる。これは実に130人に1人である。  

（2）UNHCR（同組騙等細官事桶）の活動   

当部務所は、高等弁務官事緒方貞子氏以下職員数  

約5．000人からなり、難民の保護と支援、及び、難  

民の解決を任務としている。難民の解決方法として  

は、庇護を与える隣国に同化定住させる、第3国に  

定住できるように斡旋する、自分の国に帰還させる  

等がある。  

（3）難民発生の原因   

大量難民発生の主な原因は紛争である。紛争の原  

因は政治的、経済的利益のためであり、指導者が民  

族対立の側面を強調し民族紛争に転嫁するため、民  

族糾ヒ、虐殺を招いている。また、国際的機関が難  

民の保雄に力を入れ、これに頼る難民も増えている。   

難民発生の直接の原因としては「殺される」「家  

を焼かれる」と思い逃げる人が増えている。  
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ルワ ンダの歴史  
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3 成長曲線の原理   

t咋における人口をx，年あたりの人口増加は現  

在の人口に比例すると仮定し、  

4 成長曲線の適川  

1994年7～8月にザイールに流人した難民の増減  

について、不完全ながらも次のデータを得た。  

d x  
＋＝  C X  

d t  

増加係数cは人口Ⅹの減少関数として、  

C＝a－b x  

（1）（2）の解は、  

a／b  

（1）  

（Z）  

これらから成長曲線のパラメータを求めると、  

トトe xp トa（仁一t。））  

米国の人口の推移は、t．，＝1920年、a＝0．0308、  

；1／【）＝220ノ了人として、次のグラフのようになる。  

蝿人口の亜亜  

人口 首万人・人口】甘加 万人／年  

○   乃  10  00  帥 】叩 120 140 160 】脚  m Z刀   

これを、主要な記事と対比させ成長曲線で表す。  

ザイールにおけもルワンダⅢの推移  
一正鼻血特による推賃－  

■昆駄（首万人）  
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また、（1）（2）は単純な二次方程式となる。  

d x  
－＝（a－bx）Ⅹ  
d t  

和人口の良良曲ヰ（二次曲■）  

人口増血 万人／年  
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この分析結果は、後にUNHCRが発表した難民  

の推定値とも一致しており妥当な結果と考える。   

難民発生の原因としては「殺される」「家を焼か  

れる」と思い逃げる人が多いことが分る。  

おわりに   

本事例は特異ではあるが、分析価値のある問題の  

本質を包含している。本稿の分析は不十分であり、  

これを機に、この郁の論議が高まれば辛いである。  
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したがって、原点と2点のデータがあれば係数a、  

bが計算でき、（3）から2点のデータを用いて求め  

たtoの値が一致すれば、これらのパラメータによ  

り岬一の成長曲挽が求まり、これから岬刻Lに応ず  

る成長塵xを推定できる。  
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